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小説テクストの計量的分析

アーサー・コナン ・ドイルの作品から

黒問絢香

大阪大学大学院三語文化研究科

〒560-0043~~中 r!S待兼山町 1 ・8

E-mail: kuroda22@gmail.com 

あらまし 本｛肝究では，AtthurConan Doyleの折IJ'H小，況とj悦史小説を対象と し，

その制強制度や生起パターンを計量的に分析することで，作品の特徴やジ、ヤンル聞

の）.＠いを考察する。これまで客観的なデータに必づく分析が行われていなかった作

家の作11it1を以的な観点から考察することで，文学研究に新たな制点を提案すること

が｜｜的である。推理小説と歴史小説を区別する刀治的特徴を検討するため， Random

Forestsを用いて機械的な分類を試み，分類に幸子守・したキーワードを抽出する。次に

MALLETを朋いたトピックモデリングを行い， 結果をネットワークグラフに表す。

どのような，活がトピックを構成しているのか， 11I1j.｛＇；・・がそれぞれどのようなトピック

を持っているかグラフをもとに考察し，その差を検討する。以 tの結果から，ジャ

ンル11¥Jの相述を反映する特徴を明らかにする。

キーワード ジャンル，ランダムフォレスト， トピックモデル

Quantitative Analysis of Literary Works 
Novels of Sir Arthur Conan Doyle 

Ayaka Kuroda 

Graduate School of Language and Culture, University of Osaka 

ト8Machikaneyama-cho, Toyonaka, Osaka, 560・0043Japan 

Abstruct This study attempts to provide a new perspective for literary stud-

ies through quantitative investigation of words in texts with special reference to word 

frequency patterns. Two types of machine-learning analyses are conducted to自nddif・

ferences between historical fiction and detective fiction of Sir Arthur Conan Doyle. 

While Conan Doyle is well-known for the Sherlock Holmes series, his strong incli-

nation for historical fiction has hardly been recognized. A number of studies have 

carried out to examine personalities of characters or estimate the dates of composi-

tion for some of the texts that belong to the Holmes series. Few studies, however, 

have focused on Doyle’s historical fiction. Still less 凶 ticalattention has been paid to 

stylistic aspects of his novels and short stories. Machine-learning approaches made it 

possible to highlight linguistic/stylistic features that distinguish Doyle’s historical fic-

tion from his detective fiction. We used Random forests to show genre-speci自c‘key

words’， or words with a high keyness value so as to discriminate between the two 

categories of texts. MALLET was used in conjunction to build topic models based 

on Latent Dirichlet allocation (LDA). What emerges from our analyses are linguistic 

features that di仔erentiatebetween the two text genres. 
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1. はじめに

1.1. 背景と目的

Arthur Conan Doyle はSherlockHolmesシリーズの作者として著名なイギリス人作家で、

ある。彼は元々医師であったが，診察の聞の空いた時間を利用して小説を書き， 1887年に

Holmesシリーズの第 l作となるAStudy in Scarletを発表した。当初は注目されなかったが，

短編を雑誌に掲載したことから突如人気となり，以降このシリーズは世界的に有名となっ

た。この功績から，推理小説を世に広めた人物と言われている。しかし， Doyleは推理小説

以外にも歴史小説やSF，ノンフィクションなども数多く手がけており，どちらかというと

歴史小説の方が自身の本分であると考えていた。このことは， Holmesを『殺害』する作品

である TheFinal Problemを発表する前に自身の母に宛てた手紙に書かれており，「最後の物

語でホームズを殺し，この仕事を打ち切ることを考えています。彼のために私は他のもっと

素晴らしいこと（歴史小説）を考える余裕がなくなっているからですJ と漏らしている（河村，

1991）。

しかし，そうして発表されたMicahClarkeを始めとする歴史小説群は，評価こそされてい

るもののこれまでHolmesシリ ーズの陰に隠れ，あまり批評や研究の対象となっていない。

Holmesシリ ーズは現在でもファンが多く， Sherlockianと呼ばれる熱狂的なファンによって

様々な研究が行われている。例えばBaring-Gouldは，Holmesやその他のキャラクターたち

が実在の人物であるという前提のもと事件の年代や日付の特定を試み， 1977年には架空の

人物で、ある Holmesの伝記を発表している。しかし，そういった研究の多くはキャラクター

の人物像や事件の詳細に注目しており，物語を実際に形作る言語や文体について注目したも

のは少ない。

一方で、文体解析の分野では，計量的な分析が注目されている。近年，情報技術の発達によ

り，ビッグデータと呼ばれる大規模データを解析する手法が進歩している。その進歩は工学

分野のみならず人文系分野にも応用されており，現在では何億語もの言葉の集合を対象とし

た検索や網羅的な分析，統計的処理も行うことが可能になっている。こういった計量的テク

スト分析は，著者推定や文体論の分野はもちろんのこと，文学研究にも従来の手法とは異な

る新たな視点をもたらすことができると考えられている。

そこで本研究は， Doyleの作品群を対象として計量的な文体分析を試みることで，新たな

研究の視点、を提案することを目的とする。

1.2. 先行研究

文学作品の批評的な研究に計．量分析を用いた例として Burr

が挙げられる。彼は Austenの作品に生J包する単．語をマツピングpし，そのパターンから作中

キャラクターの分析などを行った。特徴的で、あったのは， 主成分分析（PrincipalComponents 

Analysis, PCA）を用いていた点と，デジタルの手法を用いたことで機能語のような生起頻度

の極めて高い単語も分析対象とできた点である。これにより，個人言語（idiolect）の類型化

に関する研究が進んだ。

一方で、， Doyle本人を対象とした研究は， Doyleの死の翌年に刊行された Lamond(193り

の伝記が最初の例として挙げられる。しかしこれはスピリチュアリストとしての Doyleを中

心に取り上げており，作家としての Doyleを初めて描いたのはPearson( 1943）の伝記である
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と考えられている。この本は Doyleの人生を出生から晩年まで辿り，彼の政治的思想の移り

変わりや出版の背景について詳細に述べている。その後も数多くの伝記が出版されている

が， Pearsonのものと同様に作者本人の来歴や実績などbiographicalな研究がほとんどで，作

品の口語表現を取り扱っているものは少ない。大賀 （1988）は Doyleの文体に関する研究を

行司っており，作品中に見られる倒置や比倫，逆説， ironyなどの文体技法に関して具体例を

幾つか挙げ、て論じていたが，質的な分析を中心に行っており， 客観的な量的データは挙げ、ら

れていない。

2. 分析対象

本研究で分析対象とするデータは表 lに挙げている通り， MicahClarkeを始めとする庇史

小説9作品（1889-1906), Sherlock Holmesシリ ーズの7作品（1887-1915）のJ十16作品であ

る。いずれも Pr吋ectGutenbergよりダウンロードしたが，編集時の注釈やタグ， ｜三｜次などは

取り除き，本文のみのプレインテクストとしている。総語数と総異なり語数は，その状態で

計量したものである。

表 1：分析対象の作品一貫

標題 作品ラベル 発表年 総異なり語数 総語数

Micah Clarke HF I 1889 14,091 177,593 

The Firm of Girdlestone HF 2 1890 11,703 136,665 

The White Compαny HF 3 1891 11,487 150,252 

The Great Shadow HF 4 1892 5,250 49,599 

The Refugees HF 5 1893 9,564 122,671 

Rodney Stone HF 6 1896 8,515 90,875 

Uncle Bernac HF 7 1897 6,339 57,446 

A Desert Drαmα HF 8 1898 5,918 46,579 

Sir Nigel HF 9 1906 9,801 130,232 

A Study in Scarlet SH I 1887 5,910 43,185 

The Sig礼 ofthe Four SH 2 1890 5,578 43,015 

The Adventures of Sherlock Holm.es SH 3ss 1892 8,424 104,361 

The Memoirs of Sherlock Holmes SH 4ss 1894 7,604 87,395 

The Hound of the Baskeハ1illes SH 5 1901-1902 5,812 59,046 

The Return of Sh巴rlockHolmes SH 6ss 1905 8,679 111,968 

The lゐlleyof Fear SH 7 1914-1915 5,977 57,463 

Holmesシリーズには短編小説も多くあり，作品ラベルに SSとついているものは全て短編

集であるが， 短編それぞれを独立したデータとはせず， 全体を一冊の本として取り放ってい

る。長編と短編をーまとめに分析してしまうと，総語数が作品ご、とに著しく異なり，ジャン

ルによる差よりも文書の長さによる差の方が強く出てしまうためである。
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3. Random Forests による分類とキーワード抽出

3.1. 特徴語について

特徴語，もしくはキーワードと呼ばれる単語とは， 一般に「そのテクストの主題を反映す

る語Jであると考えられている。木論文においては，客観的なデータから計算的に特徴を割

り山すことを目的としているため，より明白な定義が必要となる。高見（2003）は，イギリ

スの高級紙と大衆紙を分析対象とし，その特徴を統計的手法のもと特定する方法論について

述べており，高見（2004）では，特徴語を「比較対象とした複数のコーパスの中で，特定の

コーパスとそれ以外の全てのコーパスとでその出現頻度に統計的に有意な差のある語」（p.

31）と定義している。本研究はこの定義を踏襲し，歴史小説と推理小説を比較した際出現頻

度に有意差のある語が何か検討する。

頻度差の有意性を検定するため，対数尤度比（log-likelihoodratio）やカイご．乗値など様々

な統計尺度が考案されている。しかしこれらの指標は，特に文学作品の分析に用いた場合，

対象とするテクス ト群のうちごく少数の作品にしか出現しない語や固有名詞が特徴諾と判断

されてしまうという問題がある（Tabata,2015）。

よって，本論文では RandomForestsを用い，分類に寄与した語を特徴語と判断する。判

断基準として用いた MeanDecrease in Accuracyは，該当の変数をモデルから取り除いた際

にどれくらい分類精度が低下するかをもとに割り出された寄与度の佑である。

3.2. 手法

Random Forests (Brei man, 200 I）は主に回帰，クラスタリングに用いられるアンサンブ〉ル

学習のアルゴリズムである。複数の決定木の結果を合わせることで大量のデータを機械的に

分類し，各変数が分類にどれだけ寄与したかを出力する。

本研究では高頻度語を変数とし，対象ファイルに対し RandomForestsによる分類を行っ

た。高頻度諾は theやisなどの機能語が中心で、あるが， 一般的に機能語は語設的意味を担っ

ておらず，従って作品の特徴分析においては重要で、ないと考えられている。しかし，質的な

分析では軽視されがちなこれらの項Uは，相対的な頻度や生起パターンなどの情報によって

計量分析に大いに貢献する。つまり高頻度語は，総語数に占める割合が高く ，テクストの情

報量の多くを有していると考えらる。実際に，対象の 16作品で、は，上位500語が総語数の

うち 71%から 77%を，上位 100語の場合でも 54%から 59%を占めている。また，あまりに

出現頻度の低い語は統計処理の結果誤差の範聞となってしまい，テクスト聞の有志；差を証明

する証拠として挙げることは難しい。よって本研究では，高頻度諮を変数とすることにより

語会頻度の有意な差を抽出し，テクストl&¥jの差を比較する。

分析変数の妥当な項目数を検討するため，上位 100語から上位500詰までの間で項目数を

変化させて実験を行ったところ，どれも分類精度が97.269らであった。このため本研究では

上位500諮を変数とした場合の結果について考察する。

また，分析は対象作品を先頭から順に 10,000語ごとに切り分けて作成した合計 147のテク

ストフ ァイルに対して行った。ファイルごとの語数を揃えること，また言語的特徴の作品内

での変移を観察することが同的である。例えばHF_lのMicαhClarkeのように合計 177,593

語の作品の場合， 10,000語のファイルが17個， 7,593語のファイルがl個生成され， HF_l.l

から HF_1.18までのファイル名カ司l国番に付けられている。なお，最後のファイルが5,000語

未満になる場合は切り捨てとしている。

分析とグラフの描画，コンコーダンスラインの表示には，統計解析ソフトウェアのR，及
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びコーパス分析ソフトウェアの CasualConeを並行して用いた。

3.3. 固有名詞に係る考察

出力結果は以下の表2の通りである。分類精度は前述の通り 97.26%で， Holmesシリーズ

のうちの4ファイルが悟史小説群と誤分類されていることがわかる。

表 2:Random Forestsの実行結果
Call: 

randornForest(forrnula = text.group～．， 

data = tbl, proximity = T, importance = T, ntr右e= 100000) 
Type of random forest: 

Number of trees: 

No. of variables tried at each split: 

OOB estimate of error rate: 

Confusion matrix: 

HF 

SH 

HF 

97 

4 

classification 

100000 

22 

2.74% 

SH class.error 。0.0000000 

45 0.08163265 

ところが， MeanDecrease in Accuracyの上位項目リストから，固有名詞である Holmesの

Mean Decrease in Accuracyの値カ可モ倒的に高くなっているという問題が発見された。

Mean Decrease In Accuracy 

ho Imes 。
打ir 。
no 。
their 。
house 。
with 。
cried 。
2~~at 

。
。

it 。
。

found 。
been 。
like 。
this 。
have 。
that 。

：~~ 
。
。

de 。
men 。
nothing 。
well 。

n削Jr:ver

。
。
。

them 。

~~剖s 
。
。

IS 。

50 100 150 200 250 

MeanDecreaseAccuracy 

図1:Random Forestsの出力結果： MeanDecrease in Accuracyの上位項目
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頻度の上位500訴の中には，他にも sherlockやwatsonなどHolmesシリ ーズの笠場人物名

が含まれているほか， nigelやezraなど歴史小説側の人物名も含まれていた。それにも関わ

らず， holmesのみがこのように顕著に高い MeanDecrease in Accuracyの値を取ってしまっ

たのはなぜか。

同じように人物名である ezraは， HF_2のTheFirm of Girdlestoneにしか出現しない。そ

のため，歴史小説全体のから見た場合の頻度は相対的に低く，ジャンル聞の識別マーカーと

しては機能していないと考えられる。 一方で、hoImesは，推理小説群のほぼすべてのファイ

ルに出現してしまっている。グループで一貫して頻度が高いため，分類のマーカーとして十

分に寄与してしまうのである。シリーズ作品においてはこのように，複数の作品に共通して

出現するキャラクターや用語が存在する。つまり，この問題はシリーズ作品に内在する問題

であると解釈できる。

しかし，分類はシリーズ作品のキャラクター名だけで決定づけられているわけではなく ，

実際には他の様々な諾が分類に寄与している。このことを示すため，変数とした 500訴のう

ち前述のシリーズ作品に関わる 3単語， holmes,sherlock, watsonを除いてもう一度同様の解

析を行った。結果は以下の表3の通りである。

表3:Random Forestsの実行結果：固有名詞を除外した場合

Call: 

randomForest(formula = text.group～．， 

data= tbl, proximity= T, importance= T, nt陀 e= 100000) 

Type of random fo問 st:

Number of trees: 

No. of variables tried at each split: 

OOB estimate of error rate: 

Confusion matrix: 

HF 

SH 

HF 

97 

5 

classification 

100000 

22 

3.429ら

SH class.error 。0.0000000 

44 0.1020408 

分類精度には若干の下降が見られたものの，それでも 96.58%の確率で正しく分類できて

いることがわかった。つまり，単語の出現頻度をもとにした分類は， holmesのようなシリー

ズに共通して登場する固有名詞は寄与するものの，それ以外の語だけでも十分に高精度な分

類が可能であると判断で、きる。

以下，考察はこの3単語を除いたものに基づいて行う。

3.4. 結果と考察

図2はファイルの散布図を三次元空間に表したものである。Holmesシリーズと歴史小説

群は概ね左右に分かれているものの， SH_l.3,SH_l.4, SH_2.4, SH_7.4, SH_7.5の5ファイル

が歴史小説側に配置されているのがわかる。
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図2:Random Forestsの出力結果：テクスト分類の三次元散布図

SH_l, A Study in ScarletとSH_7,The Valley of Feαrには，どちらも二部構成であるという

共通点がある。第 －部では事件の発生から Holmesの推理．と解決までを，第二部では第一部

からH与代を遡り，事件に挙った背景を描写している。SH_l.3,SH_l.4, SH_7.4, SH_7.5はそ

れぞれ作品の後半部分であり，この第二部が該当する。

第二部は retrospee ti ve narrative，つまり過去に起こった出来事を回顧する諮りである。 作

品全体で、はな しこの部分のみが歴史小説に近い部分に位慣付けられているという事実に

よって，第二部が歴史小説と近い語誕生起ノ守ターンを持っていると解釈できる。TheSign of 

the Fourは前述の 2作品のように明確に二部構成になっているわけではないが，全 12草の

うちの第 12章は，犯人の長い独自によって事件の経緯が説明されている章で、ある。SH_2.4

では，この独自の部分がretrospectivenarrativeとなっているため，この位置に配置されてい

るのだと考えられる。

推開小説である Holmesシリーズにも，傑似や謎解きの登場しない，歴史小説に近い簡所

が部分的に存荘している。この5ファイルの「誤分類」は，過去の山米事に言及する narrative

の言語的特徴が分類に反映されている証拠でもある。

統いて，各ジャンルごとにキーワードとなっている上位頃Uを調べるため，それぞれのグ

ループを keygroupとして MeanDecrease in Accuracyの値が20より大きいのものを取り出

した。以下の表4と5である。
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表4：歴史小説群において 表 5:Holmesシリーズにおいて
Mean Decrease in Accuracyの値が20以上の語 Mean Decrease in Accuracyの値が20以上の語

Key Group: HF Key Group: SH 

Words MeanDecreaseAccuracy Words MeanDecreaseAccuracy 

criα1 110.78 case 245.41 

and 107.86 house 134.56 
great 95.61 certainly 126.32 
arms 90.64 94.27 

de 66.63 been 84.42 

high 64.13 found 82.11 

日ghl 61.83 日nd 66.61 

heart 56.07 has 66.43 

ere 51.96 fellow 60.58 

good 47.09 have 56.52 
hard 41.95 chair 53.64 

head 41.73 course 51.71 

laces 40.72 however 51.02 

girdlestone 40.61 日rst 49.31 

as 39.77 got 48.71 

ezra 39.36 any 46.41 

france 37.75 anything 42.85 

from 35.66 evening 39.10 

english 33.18 hall 38.45 

horse 32.97 an 37.29 
eyes 30.91 hardly 36.24 

hath 29.70 door 34.47 

ho1ses 29.69 about 34.09 

green 27.73 he 29.86 

rather 25.36 friend 29.81 
england 23.68 did 29.72 
blue 23.53 does 28.39 
arm 22.12 doubt 28.03 
ever 21.09 enough 26.56 

full 20.46 dear 25.47 
fair 20.13 clear 25.18 

business 24.16 
ask 22.95 

get 22.28 

home 21.77 

during 21.58 

answer 21.55 

here 20.48 

歴史小説群のキーワードの最上位は criedという語である。この語は推理小説群も含めす

べてのファイルに出現していたが， HFの方が一貫して相対的に多く出現していた。登場人

物の激情を表現する際に， saidや answeredなどに代わって用いられている。

また， HF側のキーワードには， head,faces, arms, eyesなど身体的部位に関する語が多く

挙がっている。コンコーダンスラインから実際の用例を確認したところ，身体的部位とし

て用いられる例がほとんどであったものの，多義語や， metonimicalに用いられている例も

多く見つかった。例えば， armsはwithher紅型主 foldedのような rfWB」の意味だけでなく，

men-at・紅盟主（重騎兵）やthehandling of包盟主（軍隊の指揮）のように「武器 ・兵士」の意味で、も

使われている。また， headもHeshook his也週のように行動を描写するほか， the也週ofthe 
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army（軍のトッ プ）の文脈でも使われていたり， from単語tofootのよ うに慣用句の一部とし

て出現している場介もある。以下の｜支13と阿4にコンコーダンスラインの一部を掲載する。

ror tne castl.e is rul.l. or arcners ana men-at-arms wno wouょαqょaαl.ypl.ay a part in tne 

them streamed hundreds of archers and men-at-arms whose weapons had been wisely taken 

es of bowmen, the knots of knights and men也 at-armswith armor rusted and discolored from 

he main battle. There are six thousand men-at-arms with ten squadrons of slingers as far 

to them. I had often looked upon the mighty arms and neck of the smith, but I had never 

le. It was not for nothing that those mighty arms had been thrown round him. 'I feel as 

soon learned how she had gone. De Montespan’s arms had been seen on the panel, and so the 

be safe in Phillimore Gardens in my mother・sarms. In the meanwhile, I think you would 

smiled gravely, and took me from my mother ・sar圃s. 'Nay, lad ，・ hesaid ，・thouart a 

circled his assailant with his long muscular arms, and gave a quick convulsive jerk in 

s certainly not a pretty sight. His muscular arms and legs were all a-sprawl and his 

ded like the bark of the fir. Thick, muscular ar祖s,covered with a reddish down, 

knelt on either side with their hands up。nmy arms, a third stood behind with a cocked 
向、A 4:~ ... h~ ，、例《A 4'o＜炉、、，、， ft_ ... m，、ゐ恥内、” ” T ，，..，.，.＿.』 明日・ ・‘・崎町‘” ・h，、円ゐ h，、W 4』，、 ，、，、－＂，、 l《 h，、， ＂＇＂＇』 ＂＂＇，、．．，、，、ゐ

図3：‘arms’のコンコーダンスライン

our nanas, NJ.geム， wereaムwaysoetter tnan your且eaa.NO man or gentムeOJ.rtn WOUムGspeaK o: 

sound, and the green marsh scum met above his head. No ripple was there and no splash to 

t an object as was the pew itself, yet in that head no thought ever rose of the 

irst at the other I・11snap this pistol at his head. None of your jokes, Don Decimo, for 

al St. Simon marriage case. I can make neither head nor tail of the business ．” ”Really! 

r his eyes. ”I confess that I can make neither head nor tail of it. Don・tyou think that 

your case？・・ ”It means that I can make neither head nor tail of it. So far as I can see, 

ushed voice, staring in horror at the dreadful head ．”Nothing has been touched up to 

a story tacked on to it. Look at that bear ・shead now, that・sgrinning at ye from over 

There is another ahead of him there, with the head of a scythe inside his smock. Can you 

neighbour Foster, the glover, were sent at the head of a deputation from this town to the 

riek from a bugle broke from the wood, and the head of a troop of horse began to descend 

ng, and then a second one, brought them to the head of a short stair, from which they 
内向。。 4炉内~~内向内...,. 《柄。，、4' ~•• ~ D内＂－＂内向令。 φ，、 ho .... .,. loo・’司 《4' D h~~ ~D ... O ••~＂ oh D 可苛 駒内・h hoo ~ ＜炉・..。

図4：‘head’のコンコーダンスライン

他にも，キーワー ドとして fatherという語が挙がっているが， 実際の用例を確認すると my

白血gなど一般的な刑法のほか，白血立Matthewや邑血豆rLambervilleのよ うに固有名詞の－

取として山てきている場合もあった。舵史小説側にこの語が多いのは，由1統に関する話題が

多いためと考えられる。

'.1 0J:'44UヲゐHヨ ‘，v “‘0 .a..00、，． 、，v山 Q v“ ‘’v ~－』臼A 、，vu, ・由也~.，.. 』， uQ 、，......c ...... ”。ゐゐ ヲe‘， WU凪‘， wo wu.i.: 

l exclamation of anger. ”When do they come？” ・・Fathersaid to-night. ” ”Then they shall 

i.ry, none can hear me, save your own confessor, Father Matthew. Ever since the Prince・5
~ impression upon my mind that the Cunninghams, father and son, had written this letter. 

irned to worldly pleasure upon God ’s holy day ，” Father Matthew answered ．”Tut, tut!" saic 

~d to each other, Frank and I; but then one day father struck a rich pocket and made a 

コthat工 shouldtry to speak to him as his dead father would have done, and make him 

his proud, handsome face, and see also my dear father, concerned at having touched upon s 

~ you will find them, except in heaven ．””Dear father，” cried Tita, still supporting the 

lom they met upon the moor. ”Good-morrow, dear father l”cried Aylward. ”How is it with ye 

horses had no equal on earth ．””工 trust,dear father, that the day may come when we shal 

> is the epistle _in extenso_: －ー”MyDear Father， ”You will be sorry to hear 
ley have used me very much better than they did Father Jogues, Father Breboeuf, and a gooc 

1er・shones all oointed in the one direction ．’Father. ' said工， whenI returned home. 'I 

図5：‘father’のコンコーダンスライン
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また，キーワードのq1にdeというものがあるが，これはThomas坐BrayやMonsieur坐

Lavalのようにフランス語由来の人名の中に多く問現している。この語が歴史小説群のキー

ワードとなったのは， Holmesシリーズが主にイギリスを舞台としており，フランス系の人

物の登場頻度が非常に低いためであると考えられる。

一方 SH グループに特徴的なのは，動.~Ii]の find, foundである。これらの語は推理のプロ

セスを描写するにあたり，何か手がかりやt証拠を見つけた，という文脈で多く用いられてい

る。自ndoutというコロケーションも多く見られた。foundがどのような文脈で用いられて

いるのか， 実際の月例を官16に幾っか示す。

vu ~.a.ca.」Z WC..L.Le ム l.. wa.o ou凶 E l....LUlt:: U 巴ムU 』Lit: .1. .LVU.UU. UU」 WUC.LC UlJ' 」wv ycu」.LC山 CU WC.LC 

evenge upon the man who had wronged him. He found out where Sholto lived, and very 

ever fellow，” said he ． ”How do you think he found out where the treasure was? He had 

ng indoors he was very much mistaken ．工 soonfound out which was the window of his 

the crew of the SEA UN工CORNin 1883. When I found Patrick Cairns among the harpooners, 

union finding no work to do in Chicago ．””Z found plenty of work to do，” said McMurdo・

d, and Andrews three. They were, as McMurdo found, quite ready to converse about their 

bles up the stair, and a few minutes after I found, rather，工 confess,to my relief, 

service, Doctor.””The young imp cannot be found ，” said Dr. Trevelyan ；”the maid and 
e whole of that floor there was no one to be found save a crippled wretch of hideous 

sleeping off the effects. There he was to be found, she was sure of it, at the Bar of 

t at the d岳nouementof the little mystery. I found Sherlock Holmes alone, however, half 

t straight out of this hotel ．” ”It shall be found, sir--I promise you that if you will 
nnnn l;irlv whn.局只 it-will hP rρmρmh由γρrl. ＂＇＂只干 nnnd只iYmnnt-h只 l；司＋骨γ＂1i vρ;inrl m;iγγtρA in 

図6：‘found’のコンコーダンスライン

日ndや has,have, does, get, askなど，現在形の動詞が多く用いられているのも特徴的であ

る。これらの実際の刑例を見てみると，会話文の中で用いられていることが多い。小説にお

いて会話ではない地の文は過去形で書かれることが多い為，現在形は会話のマーカーとして

も機能することが考えられる。一人称代名刺である iが特徴謡として挙がっているのも，会

話文の多さを言語付ける証拠となる。

また， courseという語も 1：に会話で用いられているが，これは‘of盟盟主主’という形で用い

られていることが多い為である。実際に， Holmesシリーズでは courseは282I百｜州現してい

るが，そのうち 228凶，約80%が‘of辺監笠’である。

houseやdoor,chairが特徴語として挙げられているのも注目に値する。歴史小説に比べ，

舞台が室内に限定されやすいという傾向を表していると考えられる。

4. MALLETによるトピックモデリング

4.1. 手法

本研究では， トピックモデルとして潜布的デイリクレ配分法（LatentDirichlet Allocation, 

LDA）を採用する。Blei,Ng, Jordan (2003）によって提案されたこのモデルは，「各単．語は潜

在的に トピック（話題，カテゴリー）を持ち，同じ トピックを持つ単語は同一文書に出現しや

すいJ という想定を前提とし，文書集合からトピックを催率的に算出するものである。この

モデ、ルでは，トピックは数多くの単語の集合であり，また文書は複数のトピックの集合であ

ると考える。LDAは主に文書のクラスタリングに用いられているが，インターネット記事

の自動分類やラベリングだけでなく，出i像解析やユーザープロファイリングなど， ｜嗣jム－ぃ分

野に応用されている。

本分析においてはLDAに基づくトピックモデリングを実装する MALLET(MAchine Learn-
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ing for LanguagE Toolkit）を用いた。MALLETとは，機械学習に則り統計的自然言語処理，

クラスタリングなどをfrうJavaベースのツールキットである。

また，前章では 10,000語ごとに区切ったファイルを分析対象としたが，本章ではさらに

細かく切り分け， 2,000語ごとに区切った合計730ファイルを対象とした。例えばHF_lは，

HF_l. lから HF_l.89までの 89ファイルに分かれている。 トピックモデリングにおいては，

対象ファイル数が多いほどより統計的に確かな結論が得られると考えられるためである。ま

た，細かく分けることにより作品内のより細かなトピック変選を観察することができる。

LDAを実行する際の トピック数はユーザーによって決定されるが， トピック数を少なく

設定してしまうと，多くの文書に共通する幅広いトピックしか出力されず，文書悶の差異が

見つけられない。多く設定した場合，各文書に対応したより具体的トピックが数多く出力さ

れるが， トピック同士の関係性もより複雑なものとなり観察することが難しくなってしま

う。そのため対象とする文書の数や規模，分析の目的によって最適解が異なり，実験を行っ

て数値を細かく調整する必要がある。本研究では，対象となる作品数が 16であることも考

慮し， トピック数を 10f岡から 50例まで変化させて実験を行った。 10例の場合は本文の内

容に対して具体的なトピックがほとんど発見できなかったため，本論文では特に 20個の場

合と 50fl~の場合を取り上げ、て論じる。

モデリングの結果，それぞれのトピックと文書ファイルとの関連度を数値化するデータ，

分類に有用で、あった主要単語とその重みのデータが待られた。これらのデータをもとに，統

計解析ソフ トウェアのR，及びネッ トワークグラフの可視化を行うソフトウェアの Gephiを

用いてグラフを作成した。

4.2. 結果と考察

初めに， トピックを 20個に設定した際の結果について考察する。 以下の表6は， Oから

19までの各トピックがどのような訴で構成されているかを表す表である。表では トピック

に対する寄与度が特に高いものから順に表記している。一部のトピックはこれらの主要単語

から， トピックが何に関するものかを推測することができる。

例えば， トピック lはHolmesシリーズに関連するトピックであることがholmes,watson, 

I es tradeなどの固有名詞から特定できる。またこの トピックはそれ以外にも case,police, in-

spector, evidenceなど，犯罪捜査に関わる語が多く見られており， find,found, doubtなどの動

詞もそれを裏付けている。このことから， トピック 0はHolmesシリーズの登場人物，及び

犯罪捜査に関する トピックとわかる。

またそれ以外にも， 5はdoor,room, house, window, bedなどで構成されており， 家や家具

に関するトピックであると考えられる。7はarmy,fight, battleなど戦争，闘争を表現する語

やhund1吋， thousand,crowdなど大多数，群衆を表す語， horse,ground, campなどの語から構

成されていることから，陸地を舞台とした戦争に関するトピックと判断できる。 8はknight,

lord, archer, sword, castleなど，中世の騎士や貴族に関する諾が多い。 9にも lordやswordの

ほかkingやsoldierなど 8と似たカテゴリーの語が含まれているが，こちらは ye,hath, nay, 

quothなど占い時代の英語が特徴的なトピックとなっている。16はmonsiur,france, parisな

ど，舞台がフランスであることを示唆しており， deやduという語も，3.2節で述べたように

フランス諮由来の人名を表しているものと考えられる。！？はcaptain,water, ship, sea, abroad 

など，航海に関するトピックである。
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表6：トピックごとの主要単語上位項目
トピック キーワード

。 man, men, business, work, night，。nd,hand, give, read, hundred, mcmurdo, good, hous巴， matter,

money, asked, time, things, make, put, table, 1eady, brnthe1, wo1th, pay, hands, paid, w01d, news, .. 

holmes, mr, watson, case, sherlock, street, man, found, friend, paper, inspector, police, house, london, 

lestrade, dear, fellow, crime, chair, young, left, papers, facts, clear, interest, remarkable, morning, ..ー
2 sir, uncle, man,jim, cried, charles, hanison, lord, fight, face, ring, wilson, ll, young, time, good, london, 

heaid, round, boy, nephew, crnwd, belche1, stone, men, p1 ince, mothe1, avon, champion, lothian，… 
3 ezra, major, young, girdlestone, good, tom, john, kate, son, girl, money, merchant, time, answered, 

自rm,father, business, great, head, orAce, mind, continued, hope, mr, pounds, thousand, dimsdale，ー
4 king, sire，巴yes,brother, court, face, fath巴I,king’s, hand, church, madame, young, woman, heart, anger, 

holy, soul, voice, lady, abbot, world, service, turn巴d,power, love, hold, spirit, order, iead, noble，… 
5 door, room, house, light, open, night, window, hand, face, round, heard, side, opened, voice, floor, 

front, Are, suddenly, back, hands, gave, stood, turned, half, steps, bed, corner, sound, instant, ... 

6 long, man, road, left, found, lay, white, side, end, body, blood, dead, centre, stone, led, path, small, 

passed, showed, foot, ran, brought, chance, set, hack, fi巴et,show, narrow, water, strnnge1, reach, .. 

7 men, horse, horses, great, side, english, line, hundred, front, army, left, fight, round, rode, thousand, 

battle, leader, time, morning, crowd, ride, ground, riding, blue, lines, saddle, gallant, camp, field，ー
8 sir, nigel, alleyne, fair, john, cri巴d,nay, aylward, knight, lord, squire, lady, ere, archers, good, prince, 

hath, castle, chandos, hand, maste1, saint, pray, young, hono1, simon, man, arche1, gieat, sw01d, ... 

9 ye, saxon, hath, answered, good, c1 ied, lord, nay, reuben, sword, monmouth, master, town, scarce, 

king, gervas, make, sir, 1'1 iend, soldier, time, set, hand, friends, faith, grey，白nd,sergeant, quoth，一ー
10 cried, head, lay, back, instant, forward, moment, fell, feet, air, stood, look巴d,round, great, arms, front, 

struck, slowly, high, turned, ey巴s,beneath, wild, lost, cry, yellow, blow, sprang, deep, hold, ground, ... 

11 small, time, made, asked, answered, remarked, 1ound, companion, appearance, large, make, part, 

thought, put, knowledge, day, question, place, pair, air, observed, times, sat, thing, sort, fairly，ー
12 great, country, father, good, years, days, day, england, mother, life, hard, villag巴，heard,high, year, set, 

folk, world, black, glad, part, head, call, things, red, land, rest, coming, talk, full, age, town, sight, ... 

13 sir, letter, man, night, moor, matter, told, days, henry, mind, heard, hall，加nily,letters, day, death, dr, 

position, doubt, case, london, people, answer, friend, point, dea1, end, charles, unde1stand, rear，ー
14 colonel, long, miss, b1own, belmont, cried, women, black, prisoners, death, m巴n,desert, white, looked, 

cochrane, time, mr, hand, sadie, adams, stephens, hope, party, began, figmes, flenchman, line, good，… 
15 room, morning, matter, time, knew, made, lady, mrs, heard, find, wife, evening, miss, returned, years, 

occurred, doubt, gentleman, moment, life, hour, late, surprised, st, husband, character, impossible, ..ー
16 d巴， catinat,monsi巴ur,amos, men, emperor, river, france, green, ah, instant, du, side, woods, women, 

palis, good, lhut, great, flench，自re,st, ephrnim, young, laval, people, la, white, adele, hat, captain, ... 

17 captain, water, ship, sea, boat, long, deck, side, wind, cried, lay, ships, great, seaman, coast, black, 

mate, round, aboa1d, vessel, hall, put, hour, night, ten, sail, line, channel, waves, land，『nen,seamen, ... 

18 man, eyes, head, back, face, long, hands, held, strange, h巴ar,passed, fear, sudden, god, raised, spok巴，
eye, w01ds, leave, h巴avy,quick, stood, made, shoulders, dark, save, hope, carried, life, mouth, .. 

19 thought, man, cried, face, eyes, time, back, heart, asked, looked, word, mind, make, hand, made, 

turned, thing, woman, friend, good, life, give, put, knew, ah, love, lips, mine, hard, things, found, ..ー

前述の通り， トピック 8,9における lordや swordなど，複数のトピックにまたがって出

現している語も幾つか存在する。このように共通する単語によって トピック向上も関係性を

持っていると言える。そこで，トピックと単語との関係性を可視化するネットワーク図を作

成した。図7は， 20個のトピックとそれらと関連性の強い単語をヒ位 1,000語まで配置した

ものである。

数字のノードはOから 19までのトピックを表しており，単語のノードと結びついている

エッジの太さはそれぞれの語の重みと対応している。例えば，トピック 5において最も重み

の大きな語，つまり一苦手太いエッジで5のノ ードと繋がっている語は doorである。その右

にある suddenlyや windowはトピック 19とも紺iいエッジで、繋がっており， トピック 5と19

の共通項目であることが｜到から分かる。
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図7：トピックとそれを構成する単語の関係性を表すネッ トワーク図（トピック Oから 19)

トピック 8,9のように，共通する項目の多いトピック同士は近くに配誼され，多くのノー

ドを介して繋がっている。また，トピック 0や 4, 13など、比較的中心部に位置したトピック

は，様々なトピックと共通要素を持っており， manや sir,kingなど多くの作品に共通して出

現する語で構成されている。 一方で、外縁部に位置する単語のノードは， 一つのトピックにし

か出現しない語が多い。例えば，下部にあるトピック lにおいて最も重みの大きな語である

ho Imesは，繋がっているトピックノードが lのみであるため，関全体でも外縁部にある。し

かし重みが二番目に大きい mrはトピック 3とも繋がっているので，比較的内側に配置され

ている。

次に，各文書がどのようなトピックで構成されているかを分析する。前述の通り LOAに

おいては， トピックと文書は必ずしも一対一関係で、はなく， 一つの文書に複数のトピック

が潜在的に存在していると仮定している。MALLETにより，各文書においてOから 19まで

のトピックがそれぞれどれくらいの割合で存在しているかを表すデータが出力されている。

図8はそのデータをもとに，トピックとテクストファイルの関係を図示したものである。各

ノードはトピックとファイル，エッジの太さは生起確率の高さと比例している。
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図8：トピックとテクス トファイルの関係を表すネッ トワーク図（トピック Oから 19)

図の左下と左上を見ると， トピック 0,1, 5, 13, 15は主に Holmesシリーズに頻出する話

題であると判断できる。表6から考察したように，トピック lは犯罪捜査に関係するトピッ

クであり，実際に推理小説群の多くがこのトピックを有していることから，この トピックが

Holmesシリーズを特徴づける トピックであることは明らかである。また特徴的であるのは，

先ほど家 ・家具に関するトピックだと判断したトピック 5がHolmesシリーズの方に多く出

現しているという点である。一方で歴史小説群にはこのトピックはほとんど出現していな

い。このことから，これら二つの話題は，歴史小説と比較した際Holmesシリーズを特徴づ

けるトピックだと言える。図9，図 JOは，それぞれトピック lと5の生起確率をジャンル別

に分けてプロッ トしたものであるが，このボックスプロットもまた，各トピックが推理小説

側に平均して多く出現していることを裏付けている。
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図9：トピック 1の生起確率を表すプロット 図10：トピック 5の生起確率を表すプロット

その他多くのトピックは，歴史小説群の方に頻出する話題である。これらにおいて特徴的

であるのは，特に外縁部に位置しているものに関して，トピックと各作品が対応関係になっ

ているものが多いことである。例として， トピック 2とHF_6,3とHF_2,4とHF_S, 14 

とHF_8などが挙げられる。一方で、前述の推理小説群に関しては， トピック OとSH_7, 13 

とSH_Sはほとんど一対一関係であると言えるが， I,5, 15は作品を閑わずSH_lから SH_7

までの様々なテクストファイルで、出現している。この差は， Holmesシリーズが基本的に共

通した登場人物，時代背景，舞台の下で展開される物語であるのに対し，歴史小説群は多様

な時代背景のもと様々な出来事を描写していることが原因だと考えられる。

以上の結果がトピック数を 20個に設定した場合であるが，続いてトピック数を 50にした

場合において作成した同様のグラフについて考察する。

まず，先ほどと同様にトピックとそれを構成する語会との関係を示すネットワーク図を作

成したが， 項目数が増えたため見づらいグラフとなってしまった（図 ll）。ノード数を増やし

過ぎればより複雑になりすぎてしまうため， ー トピックあたりの語数は制限されてしまう。

走、
『

者扮 ぷ5

図11：トピックとそれを構成する単語の関係性を表すネッ トワーク図（トピック Oから 49)
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一方で， トピックを車IIIかくすることへのメリッ トもある。次の図 12は， トピックと各文

書ファイルの関係性を示すものであるが，トピックが各ファイルに対してより具体的になる

ため， 20桐の場合では発見できなかった特徴が明らかとなっている。

鞠：

ノ球

三織
図12：トピックとテクス トファイルの関係を表すネットワーク図（トピック 0から 49)

例えば，先ほど推理小説に特徴的なトピックは作品を問わず様々なファイルで、出現してい

たが， トピックが50個の場合は 12,14, 31, 35, 37など，作品と対応関係にあるトピックが

数多く見られる。特に， 14はSH_lの中でも I.I lから 1.21まで，つまり AStudy in Scarlet 

の後半に特徴的なトピックとなっている。第3章でも論じた通り，この作品は前半と後半と

で大きく 言語的特徴が異なっている。 トピック 14を構成する認を精査することで，後半部

の口語的特徴を見ることができる。図 13を見ると， girlや daughterなど少女を表す語が多

いほか， askedとanswerdがセットで山現しているのも特徴的である。
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図13：トピック 14のワードクラウド

他にも考えられるメリットは， トピックの中身が細分化されることにより，共起関係が分

かりやすくなる点で、ある。20個に分けた場合のトピック lは， Holmesシリーズの登場人物

と事件捜資に関する語が両方とも州現していたトピックであった。しかし， so例に分けた

場合を見てみると， Holmesシリーズの固有名詞が出興しているのはトピック 21だが， case

found, inspectorなど捜査に関する語が含まれているのはトピック 18である（図 14，図 15）。

つまり， トピック lの内容が 18と21にうまく分かれた形となり， Holmesの登場人物名と

よく共起する諮や，犯罪政査の話題において使われる語をそれぞれ分析することが可能と

なる。
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図14：トピック 21のワードクラウド 図15：トピック 18のワードクラウド

以 tのように， トピックを構成する訴とそれらの関係性，及び文書とトピックの関係性を

考察することで，文書ごとの特徴を明らかにすることができる。また，少ないトピック数は

全体の関係性を包括的に把医した分析，多いトピック数は側々のトピックの特性に特化した

分析にそれぞれ有用であることがわかった。値を変化させて実験を行うことにより，それぞ
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れ別の観点、から各ジャンルの特徴を明らかにすることができる。

4.3. 固有名詞の問題

本研究において行った分析では固宥名詞に対して処理を行っておらず，そのため前述の通

り，結果に人名や地名が含まれてしまっている。3.l節や3.3節でも述べたように，特に小

説テクストを分析対象とする際，固有名詞の取り扱いに関しては多くの問題が考えられる。

たとえば， KingJamesやMr.Watson, Sir Nigelなどの場合， kingや mr, sirなども固有

名詞の一部と捉えるべきだろうか。4.2節で、行った考察において，captainという単語は海に

関するトピックのマーカーとして有効で、あったため， CaptainEphraim Savageという語全体

を固有名詞としてしまうのは早計に感じられる。しかし一方で、，敬称部分を成して Captain

くNNP＞やMr.くNNP＞のような形にしてしまうと， captainや mrの山現頻度が相対的に高く

なってしまう。また，地名をどの程度まで取り除くかも判断が分かれる。例えばLondonや

Franceなどは，固有名詞ではあるものの， トピックとしても判断材料になり得る。

人名を除去し，地名を残す，といった選択をする場合でも，新たな問題が生じる。特定の

品詞をのみを抽出する際には，品詞タグ付け（tagging）の情報が参考にされる。Jockers(2013) 

では，分析対象を絞るため， StandfordPOS taggerを用いて名詞のみを抽出した。しかし，固

有名討を抽出する場合，その精度が普通名詞やその他の品詞に比べて大きく下がってしま

う。人名や地名，商品名などの固有名詞は無数に存在し，多くの場合静曹に載っておらず，

大半が未知語と判断されるためである。地名か人名かの判断を行うのも，現段階では困難な

問題とされている。

｜土｜然三語処理の分野では，この問題は情報抽出の共有タスクのーっとされ，固有表現抽

山と呼ばれる技術が研究されている。現在，隠れマルコフモデル（HiddenMarkov Model）や

CRF (Conditional Random Fields）などをベースにした固有名詞認識が検討されている（坪井，

鹿島，工藤， 2006）。しかし，いずれも多くの外部辞書や学習データを必要とする複雑な手

法である。

5. おわりに

本研究ではArthurConan Doyleの 16作品を対象に， RandomForestsやMALLETを用いた

分析を行い， Holmesシリーズの作品群と歴史小説の作品群との比較を行ーった。まず， Random

Forestsによる自動分類とそれに寄与した単語の抽出を行い，各グループの特徴語をリスト

アップし考察した。次に MALLETを用いた LDAに基づくトピックモデリングでは，作品

内に潜在するトピックを単語の出現分布をもとに算出し，各作品とのトピックの関係性，及

びトピックを構成する単語との関係性を観察し，ジャンル悶の差異を検討した。Doyleの作

品研究は，これまで主に質的な観点から行われており，また Holmesシリーズ〉にのみ注目さ

れている傾向にあったが，複数ジャンルを計量的に分析することにより，幾つかの新たな事

実を明らかにした。

今後の課題として，他の推理小説作家や歴史小説作家の作品と比較を行った上で，ジャン

ル聞の違いと作家固有の言語的特徴を明らかにすることが挙げられる。本研究では， Holmes

シリ ーズの特徴，歴史小説それぞれの特徴は得られたため，他の作家でもこの言語的特徴が

一般化できるかどうかを検討したい。

また，同有名詞に関する問題も今後の課題となる。固有名詞を加えたまま分類するのが適

切なのかどうか，また取り除いて分析する場合にはどこまでを同有名詞と判断すべきなの
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か，タグ付けが信用に足る精度で働いているのかどうかなど検討する項目は多く，今後稲を

改めて論じる必要がある。
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